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令和３年第２回平川市議会定例会会議録（第５号） 

 

○議事日程（第５号）令和３年６月18日（金） 

第１ 議案第 62 号 平川市個人情報保護条例の一部を改正する条例案 

    議案第 63 号 平川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案 

    議案第 64 号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少 

           及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 

    議案第 65 号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の 

           減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

 議案第 66 号 財産の取得について 

 議案第 67 号 市有財産の無償譲渡及び処分について 

 議案第 68 号 令和３年度平川市一般会計補正予算（第２号）案 

 議案第 69 号 令和３年度平川市広船財産区一般会計補正予算（第１号）案 

第２ 議案第 61 号 平川市平賀農業振興施設条例を廃止する条例案 

第３ 議案第 70 号 工事の請負契約について 

   議案第 71 号 工事の請負契約について 

   議案第 72 号 令和３年度平川市一般会計補正予算（第３号）案 

第４ 閉会中における議会運営委員会の継続調査について 

   閉会中における常任委員会の継続調査について 

   閉会中における議会広報特別委員会の継続調査について 

閉会中における議会改革特別委員会の継続調査について 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（16名） 

 １番 葛 西 勇 人 

 ２番 山 谷 洋 朗 

 ３番 中 畑 一二美 

 ４番 石 田 隆 芳 

 ５番 工 藤 貴 弘 

 ６番 工 藤 秀 一 

 ７番 福 士   稔 

 ８番 長 内 秀 樹 

 ９番 佐 藤   保 

 10番 山 田 忠 利 

 11番 大 澤 敏 彦 

 12番 原 田   淳 

 13番 桑 田 公 憲 

 14番 齋 藤   剛 
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 15番 工 藤 竹 雄 

 16番 齋 藤 律 子 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第121条による出席者 

 市 長      長 尾 忠 行 

 副 市 長      古 川 洋 文 

 教 育 長      須々田 孝 聖 

 選挙管理委員会委員長   大 川 武 憲 

 農業委員会会長      今 井 龍 美 

 代表監査委員      鳴 海 和 正 

 総 務 部 長      對 馬 謙 二 

 総務部総務課長      佐 藤   崇 

 企画財政部長      西 谷   司 

 市民生活部長      一 戸 昭 彦 

 健康福祉部長      工 藤 伸 吾 

 尾上総合支所長      工 藤 敢 司 

 経 済 部 長      對 馬 一 俊 

 建 設 部 長      原 田   茂 

 碇ヶ関総合支所長     齋 藤 茂 樹 

 教育委員会事務局長    三 上 裕 樹 

 平川診療所事務長     宮 川   厚 

 会 計 管 理 者      三 上 庚 也 

 農業委員会事務局長    小 野 生 子 

 選挙管理委員会事務局長  今 井 匡 己 

 監査委員事務局長     成 田   満 

 

○出席事務局職員 

 事 務 局 長      小田桐 農夫吉 

 次 長 補 佐      小田桐 功 幸 

 総務議事係長      河 田 麻 子 

 主 事      對 馬 賢 也 
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午前10時01分 開議 

 

〇議長（福士 稔議員） 皆さん、おはようございます。 

会議に入る前に、議場内の議員、理事者の皆様に申し上げます。携帯電話、タブレッ

ト等をお持ちの方は音の出ないような操作をお願いします。 

暑い方は、上着を脱いでも結構でございます。 

また、本定例会中、新型コロナウイルス感染予防のため本会議場の扉を開放し、密閉

空間とならないようにしております。 

会議中は常に、マスク等の着用をお願いします。 

ただいまの出席議員は16名で、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を

開きます。 

日程第１、総務企画常任委員会に付託した議案についてを議題とします。 

総務企画常任委員会に付託した８件を一括議題とし、審査の経過と結果について委員

長の報告を求めます。 

総務企画常任委員会委員長、登壇願います。 

（総務企画常任委員会委員長登壇） 

〇総務企画常任委員会委員長（桑田公憲議員） おはようございます。 

総務企画常任委員会における審査の経過と結果について、御報告申し上げます。 

当委員会は、去る６月４日の本会議において付託された議案審査のため、６月９日、

第４会議室において開催され、出席委員は６名でございました。 

議案説明のため、市長及び関係部長等の出席を求め、会議の書記には廣瀬陽史を採用

しました。 

当委員会に付託された議案は、条例改正案２件、補正予算案２件、その他４件、計８

件でございました。 

なお、提案理由については、各議案とも本会議で説明がありましたので省略いたしま

した。 

以下、その審査の内容について御報告申し上げます。 

まず、議案第62号平川市個人情報保護条例の一部を改正する条例案を議題といたしま

した。 

これに対し委員より、当該条例に漁業法に関する項目が記載された経緯について質問

があり、総務部長より県内外の事例を参考に制定されたものである旨の答弁がありまし

た。 

おおむね、以上の質疑応答を経て、当案件は全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第63号平川市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案を議題

といたしました。 

当案件は特に異議もなく、全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第64号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

青森県市町村総合事務組合規約の変更についてを議題といたしました。 

当案件は特に異議もなく、全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第65号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少
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及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題といたしました。 

当案件は特に異議もなく、全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第66号財産の取得についてを議題といたしました。 

これに対し委員より、指名業者の選定理由について質問があり、管財課長より、消防

ポンプの特殊性、納入後のメンテナンス修理や過去の納入実績を考慮したものである旨

の答弁がありました。 

おおむね、以上の質疑応答を経て、当案件は全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第67号市有財産の無償譲渡及び処分についてを議題といたしました。 

これに対し委員より、財産処分の経緯等について質問があり、市長より、引き続き集

出荷貯蔵施設と育苗施設として活用し、農業振興を行っていくために、譲渡及び処分す

る旨の答弁がありました。 

おおむね、以上の質疑応答を経て、当案件は全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第68号令和３年度平川市一般会計補正予算（第２号）案を議題といたしま

した。 

これに対し委員より、感染症対策等の学校教育活動継続支援事業について質問があり、

教育委員会事務局長より、コロナ禍における学校教育活動の継続に際して、物品の購入

を支援するものである旨の答弁がありました。 

また、委員より、ねぷた運行団体への支援金の交付時期について質問があり、商工観

光課長より、速やかな交付を計画している旨の答弁がありました。 

また、委員より、子宮頸がんの予防接種について質問があり、子育て健康課長より、

公費接種での接種機会を逃した女子を救済する事業である旨の答弁がありました。 

おおむね、以上の質疑応答を経て、当案件は全会一致で原案のとおり可決されました。 

次に、議案第69号令和３年度平川市広船財産区一般会計補正予算（第１号）案を議題

といたしました。 

当案件は特に異議もなく、全会一致で原案のとおり可決されました。 

以上が、総務企画常任委員会に付託になりました案件の審査の経過と結果であります。 

令和３年６月18日、総務企画常任委員会委員長、桑田公憲。 

（総務企画常任委員会委員長降壇） 

〇議長（福士 稔議員） 総務企画常任委員会委員長報告は終わりました。 

会議規則第41条の規定により、ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

なお、質疑は、審査の経過及び結果に対してであります。 

委員会の顛末については、タブレットを御参照願います。 

質疑のある方は、議案番号を告げてから質疑を行ってください。 

御質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 質疑を終わります。 

これより、討論を行います。 

討論のある方は、議案番号を告げてから討論を行ってください。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（福士 稔議員） 討論を終わります。 

これより、総務企画常任委員会に付託した議案８件について、一括採決します。 

委員長報告は、いずれも原案可決です。 

委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、ただいまの８件については委員長報告のとおり可決されました。 

日程第２、建設経済常任委員会に付託した議案についてを議題とします。 

建設経済常任委員会に付託した議案１件の審査の経過と結果について委員長の報告を

求めます。 

建設経済常任委員会委員長、登壇願います。 

（建設経済常任委員会委員長登壇） 

〇建設経済常任委員会委員長（山田忠利議員） 改めて、おはようございます。 

建設経済常任委員会における審査の経過と結果について、御報告申し上げます。 

当委員会は、去る６月４日の本会議において付託された議案審査のため、６月９日、

第１委員会室において開催され、出席委員は５名でございました。 

議案説明のため、副市長及び関係部長等の出席を求め、会議の書記には稲葉佑太を採

用しました。 

当委員会に付託された議案は、条例案１件でございました。 

なお、提案理由については、本会議で説明がありましたので省略いたしました。 

以下、その審査の内容について御報告申し上げます。 

議案第61号平川市平賀農業振興施設条例を廃止する条例案を議題といたしました。 

これに対し委員より、条例を廃止し、農協へ無償譲渡する施設の目的外利用の可能性

について質問があり、経済部長より、国の事業で施設を整備しているため、処分制限期

間中の目的外利用は制限されており、契約上もその旨を明記することから、可能性はな

い旨の答弁がありました。 

おおむね、以上の質疑応答を経て、当案件は全会一致で原案のとおり可決されました。 

以上が、建設経済常任委員会に付託になりました案件の審査の経過と結果であります。 

令和３年６月18日、建設経済常任委員会委員長、山田忠利。 

（建設経済常任委員会委員長降壇） 

〇議長（福士 稔議員） 建設経済常任委員会委員長報告は終わりました。 

会議規則第41条の規定により、ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

なお、質疑は、審査の経過及び結果に対してであります。 

委員会の顛末については、タブレットを御参照願います。 

御質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 質疑を終わります。 

これより、討論を行います。 

討論のある方は討論を行ってください。 

討論ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 討論を終わります。 

これより、建設経済常任委員会に付託した議案１件について、採決します。 

委員長報告は、原案可決です。 

委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、ただいまの１件については委員長報告のとおり可決されました。 

日程第３、追加提案された議案の審議に入ります。 

本日、市長より議案第70号工事の請負契約についてから議案第72号令和３年度平川市

一般会計補正予算（第３号）案までの計３件が提出されました。 

議案第70号から議案第72号までの３件を一括議題とし、市長より提案理由の説明を求

めます。 

市長、登壇願います。 

（市長登壇） 

〇市長（長尾忠行） それでは、上程いたしました議案の概要を御説明申し上げ、御審

議の参考に供したいと思います。 

 議案第70号及び議案第71号工事の請負契約について、その提案理由を御説明いたしま

す。 

 議案第70号、道の駅いかりがせき大規模改修工事の請負契約について、オサ・せんだ

い特定建設工事共同企業体、代表者オサ建設工業株式会社代表取締役小山内高幸と、７

億9,530万円で契約を締結するものであります。 

 議案第71号、平川市立碇ヶ関中学校大規模改修工事の請負契約について、村上・弘南

産業特定建設工事共同企業体、代表者株式会社村上組代表取締役社長村上公洋と、６億

7,320万円で契約を締結するものであります。 

 議案第72号、令和３年度平川市一般会計補正予算（第３号）案につきまして、その提

案理由を御説明いたします。 

 歳入歳出それぞれ2,685万2,000円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ210億5,554

万5,000円とするものであります。補正の内容でありますが、新型コロナウイルス感染症

の影響を受けた生活困窮世帯に対する国の緊急支援を７月から実施することとなったた

め、３款、民生費に所要の予算措置をしたものであります。 

 一つ目として、コロナ禍により社会福祉協議会から生活費用の貸付けを受けた世帯に

対し、貸付け終了後も生活支援が必要と認められる場合に支給する生活困窮者自立支援

金232万4,000円を新規計上しております。 

 二つ目として、低所得の子育て世帯に対する支援として、令和３年度平川市一般会計

補正予算（第１号）で計上していました子育て世帯生活支援特別給付金を、ひとり親世

帯以外の世帯にも支給することとなったため、その所要額2,452万8,000円を追加してお

ります。 

 歳入では、これらの事業費に係る財源として、15款国庫支出金に民生費補助金2,685

万2,000円を追加しております。 
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 以上が、本日提出いたしました議案の概要でありますが、細部につきましては、議事

の進行に伴い御質問に応じ、本職をはじめ、関係者からそれぞれ御説明申し上げたいと

思います。 

 議員の皆様には慎重御審議の上、原案どおり御議決を賜りますようお願いを申し上げ、

議案の説明を終わらせていただきます。 

（市長降壇） 

〇議長（福士 稔議員） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

議案第70号から議案第72号までの３件については、会議規則第37条第３項の規定によ

り、委員会付託を省略し、直ちに審議したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、議案第70号から議案第72号までの３件は、直ちに審議することに決定いたし

ました。 

議案第70号工事の請負契約についてを議題とします。 

これより質疑に入ります。 

御質疑ありませんか。 

葛西勇人議員。 

〇１番（葛西勇人議員） 先般国土交通省より防災道の駅ということで39駅が選定され、

青森県では道の駅しちのへが選定されました。国土交通省は、今後各都道府県に１つか

ら２つ駅程度増加する方針であると、それを交付金などで機能強化を支援していくとい

うふうなことが報道されております。 

 道の駅いかりがせきなんですけれども、今後防災道の駅に登録する予定があるのか。

それにあわせて、またこの金額がアップすることがあるのか教えてください。 

〇議長（福士 稔議員） 碇ヶ関総合支所長。 

〇碇ヶ関総合支所長（齋藤茂樹） 現在、国土交通省と一体化で整備する予定になって

おります情報提供施設につきましては、今現在の計画で、ある程度の防災機能は持つよ

うに計画しておりますが、今後これらが指定されるのかどうかということは、まだ国土

交通省からはお話がない状態でございますので、これからのお話になるかと思っており

ます。 

〇議長（福士 稔議員） 葛西勇人議員。 

〇１番（葛西勇人議員） ただいま防災の機能強化もある程度盛り込むということでお

話しされましたけど、平川市として防災道の駅に何とか登録してほしいというようなこ

とを要望する予定はありますでしょうか。 

〇議長（福士 稔議員） 碇ヶ関総合支所長。 

〇碇ヶ関総合支所長（齋藤茂樹） 今現在の計画自体が、国土交通省のほうで提案して

いる防災機能でございます。そして、今後維持管理につきましては平川市に委託される

ことになりますので、その辺を踏まえて今現在計画してるかどうかということについて

は、今のところはまだ具体的に案は持っておりませんけれども、今後工事を進める中で、

２年間の間で、国土交通省と交渉しながら進めていきたいというふうに考えております。 
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〇議長（福士 稔議員） 葛西勇人議員。 

〇１番（葛西勇人議員） 現段階でもいいんですけれども、防災道の駅にしたいという

思いはあるのかどうかだけ教えていただければと思います。 

〇議長（福士 稔議員） 碇ヶ関総合支所長。 

〇碇ヶ関総合支所長（齋藤茂樹） 今の現段階の考え方としては、一応建物の計画がそ

のようになっておりますので、そちらのほうに向けて進めていきたいとは考えておりま

す。 

〇議長（福士 稔議員） ほかに御質疑ありませんか。 

 齋藤 剛議員。 

〇14番（齋藤 剛議員） 非常に簡単なことをお尋ねしますけれども、四、五年前から、

七、八年前からオサ建設さんが、我々平川市のために随分お仕事していただいてありが

たいなと思っています。小山内っていえば、わは平川市出身だべかって思うけども、社

長そのものは出身どこなんでしょう。お尋ねします。 

〇議長（福士 稔議員） 総務部長。 

〇総務部長（對馬謙二） ちょっと今の御質問に答えられないような状況ですけれども、

まずオサ建設さんについては、代表取締役が小山内高幸さんで、住所って書かれてるの

はオサ建設の会社の住所でございまして、ちょっと小山内高幸さんの居住の住所につい

ては確認できない状況であります。 

〇議長（福士 稔議員） 齋藤 剛議員。 

〇14番（齋藤 剛議員） 今のところ確認できねば確認できねしてもいいけども、じゃ

あ後からは確認できるんですか。 

 それと私、オサ建設さんが仕事してくれるのはうっていいんだけど、これまた昔の話

いたしますけれども、平川市の議員として、地元の建設業者育成も頭さへねばまねんだ

よということも言われておりますので、ひょっとして小山内だば大光寺か尾崎辺りだべ

かなという感じもしたんです。でも、今この入札に関しても、金額に関しても妥当だと

思うので、それはこだわる必要ないのかな、それとも弘南さんが入ってるからいいのか

なって思っているけども。最終的にはほかの業者さばりもうけさせてもまねはんで、今

城東に本社あると思うけど、ある程度地元優先も考えられているのかなと思ってお尋ね

いたしました。その点いかがでしょう。 

〇議長（福士 稔議員） 総務部長。 

〇総務部長（對馬謙二） 齋藤 剛議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、この議案第70号の工事についてはジョイントベンチャー、いわゆるＪＶにより

工事を行っておりまして、県の特Ａ級でありますオサ建設工業さんと平川市のＡ級でご

ざいますせんだい建設さんのＪＶということの中身で契約しております。いわゆるこの

ＪＶというのは、大規模かつ技術的に難度の高い工事を施工する場合に行うものであり

ますけれども、いわゆる市内の業者の育成というふうな部分も含めてＪＶ方式も採用し

ているというございますので、そこのところで市内の業者という部分も必ず入っている

ということで御理解くださればというふうに思います。 

〇議長（福士 稔議員） 語尾のほうもう少し詳しく、大きな声で。 

〇総務部長（對馬謙二） いわゆるＪＶで市内の業者も必ず、市内であればＡ級という
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ふうなところでの業者とそれから県の特Ａ級の業者ということでジョイントベンチャー、

いわゆるＪＶということで対応してますので、今齋藤 剛議員もおっしゃられます市内

の業者の育成と言うことは考えてＪＶ方式にしているということなので、そこで御理解

くださればとは思います。 

〇議長（福士 稔議員） ほかに御質疑ありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 討論を終わります。 

議案第70号工事の請負契約についてを採決します。 

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、議案第70号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第71号工事の請負契約についてを議題とします。 

これより質疑に入ります。 

御質疑ありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 討論を終わります。 

議案第71号工事の請負契約についてを採決します。 

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、議案第71号は、原案のとおり可決されました。 

議案第72号令和３年度平川市一般会計補正予算（第３号）案を議題とします。 

これより質疑に入ります。 

御質疑ありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 討論を終わります。 

議案第72号令和３年度平川市一般会計補正予算（第３号）案を採決します。 

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 
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よって、議案第72号は、原案のとおり可決されました。 

日程第４、閉会中における議会運営委員会、常任委員会、議会広報特別委員会及び議

会改革特別委員会の継続調査についてを議題とします。 

初めに、議会運営委員会委員長より、議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する

事項についての継続調査の申出がありました。 

また、各常任委員会委員長、議会改革特別委員会委員長より、委員会の所管事務調査

についてを、また、議会広報特別委員会委員長より、市議会だよりの編集発行に関する

事項についてを、閉会中における継続調査としたい旨の申出がありました。 

お諮りします。 

申出のとおり、閉会中の継続調査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（福士 稔議員） 異議なしと認めます。 

よって、議会運営委員会委員長、各常任委員会委員長、議会広報特別委員会委員長及

び議会改革特別委員会委員長の申出のとおり、閉会中における継続調査に付することに

決定しました。 

なお、各常任委員会においては、調査期日、調査内容、その他細部について、各常任

委員会で協議の上、実施していただきたいと思います。 

以上で、本定例会に付議された案件は、全部終了しました。 

よって、会議を閉じます。 

これをもって、令和３年第２回平川市議会定例会を閉会いたします。 

 

午前10時34分 閉議及び閉会 


